
 

第 5号 

穴生学舎 

新聞編集委員金曜班 

 健康スポーツコースに在籍して、ドームにも随分お

世話になりました。スポーツ的要素のほか、ゲーム感

覚の強い種目が数多くあります。曰く、ユニカール・

シャフルボード・風船バレー・ペタンク・ドッジビー・

ファミリーバドミントン、それにグラウンドゴルフも。

そしてこれ等の設備・用具が数十人分準備されている

事に驚きます。さすが穴生ドームの観。尤もそれ等の

活用度はあまり高くないのではないか？何か利用度 up

の方策はないものかと考える次第です。 

 

 

 

多岐に亘るドームでのゲーム 
和田 勝範 

修学旅行先の熊本城（写真入

門コース岐部六彌さん撮影） 

 

 

１男声合唱ジョイントコンサート 

日時：２月２１日（日）１３時～ 

場所：ウェルとばた 中ホール 

出演者：若松男声合唱団・新日鐡八幡合唱団・ 

中津メールハーモニー 

入場料：８００円 

女声コーラスは数多くありますが、男声合唱は大

変稀有な存在です。当学舎コーラスコースの 

OB も１０名近く若松で活動しています。深みのある男

声ハーモニーを是非聴いて下さい。 

２穴生学舎混声合唱団「つばさ」 

１２年間の活動実績がありますが、学舎内での組織的

位置付けが不安定な状況にあります。（２１年度より同

好会） 

日時：５月１６日（日）１４時３０分～ 

場所：響ホール 

第１３回定期演奏会をオーケストラとの共演で開催。 

コーラス紹介 

図書室は平成 6 年 9 月、学舎開

校に併せてボランティア活動とし

てスタートしました。１６年目を

迎えた現在、蔵書は５千冊に及び

ますが、一方パソコンの普及など

社会の状況変化や活字離れなど

で、図書室の利用率は減少傾向に

あります。 

図書は棚別に健康・福祉、文芸

作品、エッセイ、趣味・料理など

ジャンルも幅広く、また月刊誌も

「1 枚の絵」「文春」など 7 種類を

常設しています。 

運営に当たっては、研修生や地

域の方々に蔵書を寄贈していただ

き、これを含めて「ブックプラザ」

を開催、その収益金で新刊書を購

入するような仕組みをとっていま

す。 

研修生からは新刊購入希望表を

集め、ボランティア通信を発行し

て図書室情報を提供するなど常に

工夫をこらし、多くの方々に愛さ

れ、親しまれる場となるよう努力

しております。一層のご愛用をお

願いします。 

 

図書室紹介 

もっと使って下さい  

 

図書ボランティア 

代表 黒部 孝 

平成２２年２月９日発行 
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０
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。
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「黒と光」久保 節子（健康管理） 

 黒、黒、私は今、黒のキャンバスの中に居る。身動き

もせずじっとして 

「この黒の向こうは何？」すると黒の隙間から、瑠璃色

のゆるりとした風が入って来る。 

 その風はやがて翼を広げ、私を包み、煌めく光の世界

へと私を誘う 

“そう” 

光の波動は今日の始まりの時 

 

 

穴生学舎新聞３５号の文芸欄に掲載した川

柳の中で、髙戸直幸さんのコース名が間違って

いました。健康管理ではなく生活情報です。 

またかわら版４号で掲載した久保節子さん

の詩が途中で切れていましたので、改めて掲載

しました。ご迷惑をおかけしまして大変申し訳

ございませんでした。 

―お詫びと訂正― 

 


